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９）Sharmin F, Stegaroiu R, Okada N, Kitamura E, Kurokawa K, Yagi M, Nomura S．Effect of post type and 
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186-188 頁，208-209 頁，新潟大学歯学部，新潟，2009.

【商業誌】
１）浅井哲也，風間龍之輔，興地隆史，福島正義：進化し続ける歯科用 CAD/CAM「CEREC」システムー CEREC3 

MCXL,Biogeneric Algorism および CEREC Blocs について，デンタルダイアモンド　第 33 巻第２号，136-142，
2008

２）韓　臨麟，福島正義，ホワイトニングが歯の表面構造に与える影響，ザ・クインテッセンス，27（４），3-5，
2008

【研究成果報告書】
１）西澤正豊，隅田好美，野水伸子，大平勇二，井浦正子，渡部ミサヲ，尾崎陽子，齋藤　博，小池亮子：新潟県難

病相談支援センターの活動と課題，厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服研究事業，特定疾患の自立支援体
制の確立に関する研究，平成 19 年度総括・分担研究報告書，2008
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２）鈴木　昭：パワレスな人々の支援にむけて―子ども虐待死過程の研究から―．平成 20 年度鈴木昭：もっと人の
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11）山崎和久：歯周疾患と冠動脈疾患との関連．日本歯科大学新潟生命歯学部エキスパートセミナー　2008.10.3
12）Yamazaki, K：T-cell Regulations In Periodontal Diseases. Research seminar at University of Otago. March 

26,2009
13）Yamazaki K.: The link between periodontal and cardiovascular diseases: perspective in the animal study. 

Research Seminar at Louisville University, March 30, 2009.
14）Stegaroiu Roxana：Education for medically compromised patients in EU. 第 17 回 日本有病者歯科医療学会総会，

新潟市，2008 年４月６日，同学会総会プログラム・抄録集：38-40 頁，2008.
15）福島正義：シンポジウム座長／口腔バイオフィルムの感染制御戦略を考える，日本歯科保存学会 2008 年度春季

学術大会（第 128 回），新潟，平成 20 年６月５日，日歯保存誌，51 巻，P4，2008 年
16）福島正義：シンポジウム１／市民フォーラム「笑いと健康」／幼少時抗菌薬の内服と変色歯の発現―テトラサイ

クリン変色歯―，第 19 回日本歯科審美学会総会・学術大会プログラム・抄録集　P33，新潟，平成 20 年 10 月
12 日
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５）H. Ishizaki, M. Fukushima：Quantitative analysis of proximal wear of human enamel in vivo. #3162, IADR 

86th General Session & Exhibition, Toronto, July 5, 2008.
６）Stegaroiu R, Ejiri S, Kurokawa K, Sato T, Sato Y, Nomura S：Isotropic Heterogeneous FEM Model versus 
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2008.7.3, J Dent Res 87, Special Issue B, program number：1246.
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８）Kouji Katsura, Mikiko Saito, Kayoko Ito, Atsuko Igarashi, Takafumi Hayashi：The pulse Doppler findings of 
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2008 11. Nara prefectural new public hall. The 7th Asian Congress of Oral and maxillofacial Radiology.P83 
November 20-22 2008 Nara Japan

９）Nakamura A, Sakuma S, Yoshihara A, Deguchi T, Yagi M, Miyazaki H：Later effects of school-based caries 
preventive programs. 86th General Session of the IADR, Toronto (Canada), 2008 年７月 2-5 日 .

10）Yagi M, Ogawa H, Sakuma S, Miyazaki H：Evaluation of preventive effect of school-based fluoride mouth-
rinsing program in an area that dental caries is decreasing. The 8th Asian Academy of Preventive Dentistry, 
Jeju (Korea), 2008 年 11 月 5-8 日．

11）鈴木　昭，藤沢直子，水品きく枝，馬場菜緒，堀井愛子，笠井友治郎：施設入所承認申立等裁判例にみる子ども
虐待の実証的研究．日本子ども虐待防止学会，2008 年 12 月 14 日．日本子ども虐待防止学会第 14 回学術集会　
広島大会プログラム・抄録集：118,2008.

12）飯田明彦，小山貴寛，高木律男，芳澤享子，小野和宏：口唇口蓋裂手術に対する培養複合口腔粘膜の応用．日本
形成外科学会関東支部第 76 回新潟地方会，新潟市，2008 年２月 18 日．

13）飯田明彦，小山貴寛，高木律男，芳澤享子，齊藤　力，齋藤　功，小野和宏：口唇口蓋裂手術における培養複合
口腔粘膜の応用．第 32 回日本口蓋裂学会総会・学術集会，広島市，2008 年５月 29 日，日口蓋誌 33（2）：157 頁，
2008.

14）古里美幸，森田修一，朝日藤寿一，小野和宏，高木律男，齊藤　力，齋藤　功：片側性唇顎口蓋裂患者の成長発
育に伴う外鼻形態の変化について．第 32 回日本口蓋裂学会総会・学術集会，広島市，2008 年５月 28-29 日，日
口蓋誌 33（2）：234 頁，2008.

15）竹山雅規，小野和宏，高木律男，齋藤　功：骨延長術による上顎歯列弓の拡大を併用して矯正治療を行った片側
性唇顎口蓋裂の一例．第 32 回日本口蓋裂学会総会・学術集会，広島市，2008 年５月 28-29 日，日口蓋誌 33（2）：
242 頁，2008.

16）寺尾恵美子，児玉泰光，永田昌毅，小野和宏，飯田明彦，高木律男：Hotz 床併用二段階口蓋形成手術法におけ
る唇顎口蓋裂児の言語評価 - ナゾメータによる客観的評価．第 32 回日本口蓋裂学会総会・学術集会，広島市，
2008 年５月 28-29 日．日口蓋誌 33（2）：253 頁，2008.

17）小野和宏，大内章嗣，Stegaroiu Roxana，八木　稔，黒川孝一，高橋英樹，五十嵐敦子，隅田好美，石川裕子，
柴田佐都子，中島俊一，山崎和久，福島正義，富沢美恵子，鈴木　昭，前田健康：口腔保健と福祉の融合を目指
した学習者主体 PBL カリキュラムの構築．第 27 回日本歯科医学教育学会総会および学術大会，東京都，2008
年７月 12 日，同プログラム・抄録集：79 頁，2008.

18）渡邊直子，八巻正樹，小野和宏，前田健康，齋藤　功：歯科矯正学実習における視覚教材の開発．第 27 回日本
歯科医学教育学会総会および学術大会，東京都，2008 年７月 11-12 日，同プログラム・抄録集：96 頁，2008.

19）北村正博，古市保志，藤井健男，川浪雅光，國松和司，島内英俊，笹野高嗣，山田　了，小方頼昌，小田茂，和
泉雄一，伊藤公一，中川種昭，新井　高，吉江弘正，山崎和久，福田光男，野口俊英，渋谷俊昭，高柴正悟，栗
原英見，永田俊彦，横田　誠，濱地貴文，前田勝正，廣藤卓雄，坂上竜資，原　宜興，町頭三保，五百蔵一男，
山田　聡，村上伸也　KCB-1D（FGF-2）歯周組織再生試験（後期第Ⅱ相）その１―有効性の評価―，第 51 回春
季日本歯周病学会学術大会，大宮，2008.4.25，日歯周誌 50 巻　春季特別号：169，2008

20）山田　聡，古市保志，藤井健男，川浪雅光，國松和司，島内英俊，山田　了，小方頼昌，小田　茂，和泉雄一，
伊藤公一，中川種昭，新井　高，吉江弘正，山崎和久，福田光男，野口俊英，渋谷俊昭，高柴正悟，栗原英見，
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永田俊彦，横田　誠，濱地貴文，前田勝正，廣藤卓雄，坂上竜資，原　宜興，町頭三保，五百蔵一男，北村正博，
村上伸也　KCB-1D（FGF-2）歯周組織再生試験（後期第Ⅱ相）その２―安全性の評価―，第 51 回春季日本歯周
病学会学術大会，大宮，2008.4.25，日歯周誌 50 巻　春季特別号：170，2008

21）高橋直紀，土門久哲，本田朋之，吉江弘正，安孫子宜光，多部田康一，山崎和久　歯周炎における小胞体ストレ
スの関与，第 51 回春季日本歯周病学会学術大会，大宮，2008.4.25，日歯周誌 50 巻　春季特別号：203，2008

22）久枝　綾，成石浩司，工藤値英子，安孫子宣光，小方頼昌，島内英俊，長澤敏行，永田俊彦，沼部幸博，野口俊
英，日野孝宗，村上伸也，山崎和久，吉村篤利，新井英雄，高柴正悟　歯周病細菌感染度診断のための血清 IgG
抗体価検査の臨床的有用性―血清バンク（バイオバンクジャパン）試料での検討―，第 51 回春季日本歯周病学
会学術大会，大宮，2008.4.25，日歯周誌 50 巻　春季特別号：214，2008

23）工藤値英子，成石浩司，久枝　綾，安孫子宣光，小方頼昌，島内英俊，長澤敏行，永田俊彦，沼部幸博，野口俊
英，日野孝宗，村上伸也，山崎和久，吉村篤利，新井英雄，高柴正悟　歯周病細菌感染度検査のための指尖血漿
IgG 抗体価の臨床的評価，第 51 回春季日本歯周病学会学術大会，大宮，2008.4.25，日歯周誌 50 巻　春季特別号：
215，2008

24）中島貴子，天沼亮子，青木由香莉，本田朋之，奥井隆文，土門久哲，梶田桂子，高橋直紀，前川知樹，伊藤晴江，
多部田康一，山崎和久．歯周炎組織における炎症性および恒常性維持ケモカインの発現バランス，第 128 回日本
歯科保存学会 2008 年度春季学会（第 128 回），新潟，2008.4.25，日歯保存誌 51 巻：102，2008

25）山崎和久，多部田康一，中島貴子，前川知樹，高橋直紀，梶田桂子，奥井隆文，土門久哲，本田朋之，伊藤晴江．
歯周炎マウスモデルにおける口腔内感染が血清脂質，大動脈組織の遺伝子発現変化に与える影響―歯周炎が全身
に与える影響のエビデンス―，第 29 回日本炎症・再生医学会，東京，2008.7.10，炎症・再生 28 巻 4 号（プログ
ラム予稿集）：358，2008

26）Tabeta K, Maekawa T, Takahashi N, Kajita K, Okui T, Domon H, Ito H, Nakajima T and Yamazaki K．Oral 
infection of periodontal bacteria effects on serum lipid levels and gene expression profiles of the aorta in mice 
model -Systemic influence of periodontitis．第 40 回日本動脈硬化学会総会・学術集会，筑波，2008.7.10-11.

27）高橋直紀，本田朋之，奥井隆文，梶田桂子，中島貴子，多部田康一，工藤値英子，高柴正悟，苔口　進，西村英
紀，山崎和久：冠動脈心疾患患者における歯周病原細菌に対する抗体応答および動脈硬化リスクマーカーの検討．
第１回日本口腔検査学会　総会・学術大会，東京，2008.8.23，プログラム抄録集：22

28）本田朋之，青木由香莉，高橋直紀，前川知樹，中島貴子，伊藤晴江，多部田康一，奥井隆文，梶田桂子，土門久
哲，吉江弘正，山崎和久：歯周炎組織における Th17 関連サイトカイン／マーカーの遺伝子発現解析，第 51 回
秋季日本歯周病学会学術大会，四日市，2008.10.19，日歯周誌　50 巻　秋季特別号：88，2008

29）奥井隆文，伊藤晴江，本田朋之，中島貴子，多部田康一，吉江弘正，山崎和久：歯周炎組織から樹立した
CD4+T 細胞ラインにおける Th17 関連分子の解析．第 51 回秋季日本歯周病学会学術大会，四日市，2008.10.19，
日歯周誌　50 巻　秋季特別号：89，2008

30）高橋直紀，本田朋之，奥井隆文，土門久哲，吉江弘正，多部田康一，山崎和久：ヒト歯肉上皮細胞のケモカイン
産生における IRAK-M の関与．第 51 回秋季日本歯周病学会学術大会，四日市，2008.10.19，日歯周誌　50 巻　
秋季特別号：95，2008

31）中島貴子，本田朋之，奥井隆文，梶田桂子，土門久哲，伊藤晴江，多部田康一，山崎和久：歯周炎が血清中の動
脈硬化関連炎症マーカーに及ぼす影響．第 51 回秋季日本歯周病学会学術大会，四日市，2008.10.19，日歯周誌　
50 巻　秋季特別号：123，2008

32）中島貴子，本田朋之，奥井隆文，梶田桂子，土門久哲，高橋直紀，前川知樹，天沼亮子，伊藤晴江，多部田康一，
山崎和久．歯周疾患が脂質代謝に及ぼす影響．第 21 回日本歯科医学会総会，横浜，2008.11.16，日本歯科医師会
雑誌 第 61 巻 5 号：151,2008

33）Maekawa T, Takahashi N, Aoki Y, Miyashita H, Honda T, Tabeta K, and Yamazaki K. Oral infection of 
Porphyromonas gingivalis induces pro-atherogenic change in mice. 第 56 回国際歯科研究学会日本部会 (JADR) 
総会・学術大会，名古屋市，2008.11.29，プログラム抄録集：90,2008

34）韓　臨麟，岡本　明，福島正義，興地隆史：長期水中保管およびブラシ研磨がフロアブルレジンの表面性状に与
える影響，平成 20 年度春期第 15 回日本歯科理工学会学術講演会，鶴見，平成 20 年４月 26 日～ 27 日，歯材誌，
27（2），P150,2008

35）浅井哲也，風間龍之輔，興地隆史，福島正義：新規ミリングユニット CEREC3MCXL で製作された歯科用
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CAD/CAM 修復物の適合性，日本歯科保存学会 2008 年度春季学術大会（第 128 回），新潟，平成 20 年６月５～
６日，日歯保存誌，51 巻，P133，2008 年

36）武井典子，藤本篤士，木本恵美子，竹中彰治．福島正義，奥瀬敏之，渡邉　勉，石川正夫 , 高田康二，渋谷耕司，
岩久正明：高齢者の口腔ケアに関する研究（第３報）―前・後期の口腔環境の検査法と口腔機能管理プログラム
の検討―，第 19 回日本老年歯科医学会総会・学術大会，岡山，2008 年６月 19 ～ 20 日 , プログラム・事前抄録集，
P114

37）藤本篤士，武井典子，木本恵美子，竹中彰治，福島正義，奥瀬敏之，渡邉　勉，石川正夫 , 高田康二，岩久正明：
ケアハウス入所者への介護予防プログラムが口腔機能の維持向上と WHO/QOL に及ぼす効果，第 19 回日本老
年歯科医学会総会・学術大会，岡山，2008 年６月 19 ～ 20 日，プログラム・事前抄録集，P125

38）浅井哲也，風間龍之輔，福島正義，興地隆史：歯科用 CAD/CAM で使用されるマシーナブルセラミックスの破
折強度について―焼成およびグレージングの影響―，平成 20 年度新潟歯学会第 1 回例会，新潟，平成 20 年７月
19 日，抄録集 P15

39）韓　臨麟，岡本　明，福島正義，興地隆史：試作フロアブルレジン GCUC-370 の各種ドリンク浸漬後の表面性状，
平成 20 年度秋期第 52 回日本歯科理工学会学術講演会プログラムおよび講演集，千里，2008 年９月 20 日，歯材器，
27（5），p364，2008 年

40）風間龍之輔，浅井哲也，興地隆史，福島正義：セルフアドヒーシブセメントにより接着されたオールセラミック
クラウンの封鎖性，第 19 回日本歯科審美学会総会・学術大会プログラム・抄録集　P71，新潟，平成 20 年 10
月 12 ～ 13 日

41）武井典子，石川正夫，高田康二，竹中彰治，福島正義，岩久正明：子どもの発育と口腔の審美性について―子育
ての時期における母親の意識―, 第 19 回日本歯科審美学会総会・学術大会プログラム・抄録集　P114，新潟，平
成 20 年 10 月 12 ～ 13 日

42）武井典子，藤本篤士，竹中彰治，福島正義，石川正夫，高田康二，渋谷耕司 , 岩久正明：自立高齢者の口腔の健
康と QOL の関連性 , 第 21 回日本歯科医学会総会プログラム・事前抄録集，P128，神奈川，2008.11.16.

43）奥村暢旦，Stegaroiu Roxana，西山秀昌，黒川孝一，北村絵里子，林　孝文，野村修一：ヘリカル CT 応用上顎
骨インプラント植立モデルの三次元有限要素解析　～　従来型解析モデルとの比較検討　～．平成 20 年度新潟
歯学会第１回例会，新潟市，2008 年７月 19 日，新潟歯学会誌，38（2）：75-76，2008.

44）船山さおり，伊藤加代子，人見康正，五十嵐敦子，井上　誠：ワッテ法を用いた唾液分泌量測定に関する検討．
第 14 回日本摂食嚥下リハビリティーション学会，千葉　９月 13，14 日　幕張メッセ 2008  同会学術集会プログ
ラム・予稿集　361　ページ　2008
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